
参考資料
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災害時要援護者

要配慮者（災害時要援護者）

避難行動要支援者

要配慮者（災害時要援護者）リスト

避難行動要支援者名簿（台帳）

地域

避難支援等関係者

語句の説明

　平成２５年に災害対策基本法が改正されるまで一般的に使われていた言葉で、改定前の尼崎市地

域防災計画においては、「要介護者（災害時要援護者）」とし、在宅で生活を営む障害者、高齢者、病弱

者等と定義していましたが、現在の災害対策基本法では、「災害時要援護者」に代わり「要配慮者」と

「避難行動要支援者」に分類し使用しています。

　なお、尼崎市においては、従前から使用し、使い慣れた「災害時要援護者」という言葉を引き続き使

用することとし、「要配慮者（災害時要援護者）」として整理、使用しています。 

　災害対策基本法第８条において、「高齢者、障害者、乳幼児その他の特に配慮を要する者」と定義さ

れています。

　なお、尼崎市においては、尼崎市地域防災計画及びこの指針において、対象範囲を定めています。

（第２章Ｐ６参照のこと） 

　災害対策基本法第４９条の１０において、「要配慮者（災害時要援護者）のうち、災害が発生し、又は

災害が発生するおそれがある場合に自ら避難することが困難な者であって、その円滑かつ迅速な避難

の確保を図るため特に支援を要するもの」と定義されています。

　なお、尼崎市においては、この指針において対象範囲を定めています。（第２章Ｐ６参照のこと） 

　市で保有している情報を基に「要配慮者（災害時要援護者）」と定義される人が登載された一覧で

す。（状況によって手助けが必要となる方を含む。）

　大規模災害発生時や発生の恐れがある時に安否確認等に活用します。 

　「要配慮者（災害時要援護者）」リストを基に、本人の同意（了承）を得られた人で作成した「避難行動

要支援者」の基礎情報の名簿（台帳）です。災害に備えてあらかじめ市と避難支援等関係者が所有し、

地域における日頃からの顔の見える関係づくり及び避難支援等に活用します。 

　尼崎市における各地域での防災活動は、尼崎市社会福祉協議会（自主防災会を含む）、自主防災組

織（自主防災会を除く自治会、町会等）、民生児童委員等が中心となって地域住民とともに担っている

ため、この指針においての「地域」という言葉は、尼崎市社会福祉協議会、自主防災組織、民生児童委

員を主に指すこととします。 

　災害対策基本法第４９条の１１第２項において、「消防機関、都道府県警察、民生委員法に定める民

生委員、社会福祉法第１０９条第１項に規定する市町村社会福祉協議会、自主防災組織その他の避難

支援等の実施に携わる関係者」と定義されています。 
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手上げ方式

高齢者等見守り安心事業

社会福祉施設

ヘルプキット

避難場所・避難所

指定避難場所

（平成２９年３月１日現在 ７８箇所） 

大火災避難場所

（平成２９年３月１日現在 ３５箇所） 

緊急時用ヘルプキット
この容器の中に入れておくもの

尼 崎 市

緊急時用
ヘルプ
キット

★緊急時用ヘルプキット
  （緊急連絡票)
★健康保険証のコピー
★診察券のコピー
★本人が確認できる写真
★普段服用している薬が
　わかるもの

　避難勧告及び避難指示等の発令時（災害で自宅に居られなくなったり、そ

のおそれがあったりするとき）に避難する場所で、公立小学校・中学校・高

校及び地域総合センター、地区会館（中央・園田）、立花公民館及び園田東会

館を指定しています。 

　大火災避難場所は、大地震の発生に伴う大規模な火災などの時に避難して

いただく安全な避難場所として、大きな公園や広場などを指定しています。 

　市が把握している「要配慮者（災害時要援護者）」情報を基に、災害時等の支援が必要かどうかの意

思を確認し、支援が必要な「要配慮者（災害時要援護者）」本人の同意（了承）のもと、「避難行動要支援

者」名簿（台帳）への登録を行います。 

　高齢者等が住みなれた地域で安心して暮らせるように、見守りを希望する高齢者等に対し、尼崎市

社会福祉協議会が中心となり、社協会員や、民生児童委員、老人クラブの会員など様々な方で構成す

る「見守り協力員」による定期的な訪問活動及び随時の外観等からの見守り活動を行います。 

　主として高齢者、障害者、乳幼児その他の特に防災上の配慮を要する者が利用する施設です。 

（特別養護老人ホーム、老人福祉センター、身体障害者福祉センター、保育所など）

　緊急連絡先や持病などを記入する連絡票、保管しておく容

器等のことで、緊急時に救急隊員等が迅速な対応ができるよ

う、冷蔵庫に保管しておくものです。

 （原則６５歳以上の希望する方に配布しています。） 

　尼崎市は次のような場所を避難場所・避難所に指定しています。 
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津波等一時避難場所

（平成２９年３月１日現在 ３５０箇所） 

＜参考＞

指定条件は、以下のすべての条件を満たしているものです。 

⑴ 耐震化工事が完了した建物や昭和５６年以降の｢新耐震基準｣に合致した建物 

⑵ 鉄筋コンクリート造等の建物 

⑶ ３階以上に避難できるスペースがある 

⑷ ２４時間体制での避難が可能 

福祉避難所

（平成２９年３月１日現在 ２０箇所） 

＜参考＞

指定避難場所の一部を「要配慮者（災害時要援護者）」のために区画するスペースの確保に努め

るほか、社会福祉施設などの施設の一部を転用して「福祉避難所」としての指定を進めます。 

　兵庫県瀬戸内沿岸に津波警報、大津波警報が発表された場合や洪水が発生し、

もしくは洪水の恐れがある場合で避難勧告、避難指示が発令された場合に緊急一

時的に避難できる場所です。企業や民間マンション等にも協力していただき指定

しています。

　なお、あくまでも緊急一時的な避難場所ですので、寝泊りすることはできません。 

　高齢者や障害者（児）など、災害時に配慮が必要な人（「要配慮者（災害時

要援護者）」）に配慮した避難場所のことで、バリアフリーや冷暖房が完備さ

れているなど、「要配慮者（災害時要援護者）」の利用に適した環境を確保で

きる施設で、総合老人福祉センター、長安寮、身体障害者福祉センター、たじ

かの園、あこや学園及び身体障害者デイサービスセンター及び市内特別養護老

人ホーム１４施設を指定しています。

　なお、福祉避難所は災害時に必要に応じて開設する２次的避難所で、基本的には最初から利

用することはできません。災害発生時は、身の安全を最優先し、まずは指定避難場所へ避難す

ることとなっています。

　また、福祉避難所は要配慮者（災害時要援護者）が優先的に利用しますので、一般の方のご

利用は控えてください。 
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Ｑ１ 避難行動要支援者名簿はどのようなものか？ また、どのように活用するのか？

Ａ 災害時の避難に時間がかかる人や支援を必要とする人の名簿です。 

 災害時の避難支援や平常時からの避難支援体制づくりに活用します。そのため本人（避難行動

要支援者）の同意のもと避難支援に協力いただける皆様に名簿を提供します。 

Ｑ２ 名簿の提供先はどこになるのか？ また、同意者全員分の名簿を提供するのか？

Ａ 避難支援等関係者である(１)消防機関、(２)警察、(３)民生児童委員、(４)市町村社会福祉協議

会、(５)自主防災組織、(６)その他避難支援等の実施に携わる関係者に名簿を提供していきます。

消防や社会福祉法人尼崎市社会福祉協議会へは同意者全員分の提供を行いますが、警察（南署・

東署・北署）、民生児童委員、自主防災組織等(※)へは担当地域（区域）ごとの提供を行います。

(※)自主防災組織等には、町会、自治会、管理組合、事業所等が含まれています。

Q３ 名簿を提供する自主防災組織等について、どのくらいの活動範囲を考えているのか？

（連協単位か？）

Ａ 避難訓練等の防災に関する取組を行う単位であれば、単位福祉協会（町会）やマンション管理

組合等をはじめ、さらに小さな組織であっても提供の対象であると考えています 

Ｑ４ 個人情報が漏えいしないためにどのようなことをしているのか？

Ａ 行政機関以外への名簿情報の提供については、守秘義務がある旨の協定等を締結します。名簿

は担当する地域の支援者ごとに提供し、個人情報が無用に共有、利用されないよう指導するとと

もに、研修等を実施するなどし、個人情報の適正管理を図ります。 

Ｑ５ 携帯電話番号の取り扱いは慎重にするべきではないか？

Ａ 携帯電話番号については、近年固定電話の所有率が低下しており、名簿を作成する際に連絡先

として記載いただいたものです。当然、避難支援関係者に提供するものとして同意をいただいて

いるものですので、通常の固定電話と同様に取り扱ってください。 

 何かトラブル等が生じましたら福祉課までご連絡ください。 

（福祉課  電話番号：06-6489-6348  ファックス番号：06-6489-6329） 

Ｑ６ 名簿の更新時期は？

Ａ 今後は１２月頃（年１回）の更新を考えています。 

Ｑ７ 名簿登載者宅への訪問を求めているのか？

避難支援Ｑ＆Ａ

　地域で要配慮者への友愛訪問等の取組を行い、すでに把握されている方については、改めて訪

問する必要はないと考えていますが、まだ状況を確認できていない方等については、基本的に訪

問（顔の見える関係づくり）をお願いします。 

Ａ
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　「日頃から顔の見える関係ができなければ、災害時の被害を軽減できないため、避難行動要支

援者名簿の同意に基づき、市から名簿の提供を受けて訪問しました。」とお伝えいただき交流を

図っていただきたいと考えています。

　また、話をする中で家族のことや介護事業者等に関わりがあることなどがわかれば、その情報を

控えていただくなど、様々な機会を通じて支援者の確認を行っていただきたいと考えています。

　高齢者等見守り安心事業については、見守り推進員や協力員が希望する高齢者宅へ定期的な

訪問等を行い、外観からの確認や本人との面談により、孤立化等を防止する事業です。今回作成

した避難行動要支援者名簿を活用し、災害時の“いざという時”の避難支援につなげていくこと

を目的としたこの取組と日頃から顔の見える関係をつくるという点で、ほぼ同じであると考えて

います。しかしながら、現在の高齢者等見守り安心事業は、あくまでも孤立化・孤独死の防止を

目的とし、災害時の避難支援を想定した事業ではないことから、現時点では、切り離した取組を

行っています。今後、高齢者等見守り安心事業を委託している尼崎市社会福祉協議会や、すでに

事業を実施している地域と、どのような連携ができるのか協議を進めていきます。

Ａ 

Ａ 

Ｑ８ 支援体制を構築するためには、地域の誰が中心となって進めていくのか？役割分担が必要では

ないか？

Ａ 民生児童委員、町会、自治会等地域の皆様で連携・相談しながら、避難行動要支援者の支援策

を検討してください。（支援体制の構築には、市も協力します。）進め方や支援策はそれぞれの地

域により異なることが想定されるため、それぞれの地域に合わせてリーダーや役割分担を決めて

ください。 

Q９ 町会、自治会等の役員のみで避難支援者を確保できないと思うが、どう考えているのか？

Ａ 避難支援者を確保していくためには、町会・自治会等の役員のみでなく、お隣さんや民生児童

委員、事業者等の力が必要となります。まずは、支援を必要とする方に対して訪問等を行うこと

により、どういった支援を必要としているのかを把握していただき、必要に応じて、お隣さん等

にも協力をいただく旨の了解を得るなど、ご近所等の支援者確保が必要と考えています。 

Ｑ１０ どのように訪問すればよいのか？

Ｑ１１ 高齢者等見守り安心事業と同じような取組ではないか？

Ｑ１２ 新規の対象者への対応は？

Ａ 名簿の更新は毎年1 回を予定しています。新たに対象となられた方に対しては名簿作成及び情

報提供の同意確認について、郵送での確認は行いませんが、市報等により同意・不同意の意思表

示ができる旨の広報を行います。お問い合わせは、福祉課までお願いします。 

（福祉課  電話番号：06-6489-6348  ファックス番号：06-6489-6329） 

Q１３ すでに名簿へ登録されている方から削除してほしいと言われた場合は、どうすればよいの

か？

Ａ 申出のあるご本人もしくはご家族から、福祉課へ連絡するようお伝えください。 
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Ｑ１４ 名簿登録に同意しないと回答したが、登録したいと言われた場合は、どうすればよいのか？

Ａ 申出のあるご本人もしくはご家族から福祉課へ連絡するようお伝えください。 

Ｑ１５ 昨年確認書類を郵送したが未回答であった方への対応は？

Ａ 当面、再度（郵送）確認は行いませんが、市報等により同意・不同意の意思表示ができる旨の

広報を行います。お問い合わせは、福祉課までお願いします。 

Ｑ１６ 名簿登録に同意しない方や未回答である方は助けないのか？

Ａ 大規模な災害が発生した場合には、行政機関も被災する可能性が高く、行政機関のみでの避難

支援は不可能です。市民、事業者等の協力をいただきながら尼崎市全体で支援体制を構築する必

要があります。名簿登録に同意することで日頃からの近隣との交流による“いざという時”（地震

等発生直後の津波からの避難等）の声かけなどの避難支援につながる可能性が高まりますが、同

意しない方や未回答である方には、日頃からの交流による災害発生直後の支援は期待できません。

そのため、自力での避難方法の確保や日頃から地域との交流（避難行動要支援者名簿への登録）

を行っていただくよう、市報等により広報を行います。 

Ｑ１７ 名簿に登録はしているが、自力で避難が可能と思われる方への対応は？

Ａ 名簿情報に基づき訪問し、現在は元気であるが将来的に不安であるため登録したなどの状況が

確認された場合には、“いざという時”は近隣での助け合いが必要である旨をお伝えいただき、自

力での避難方法の確保及び地域の交流を深めてていただくよう、また、可能であれば支援する側

としての協力をお願いしてください。 

Ｑ１８ 地域での理解を得るために、市職員に説明（研修）に来てもらいたいがどうすればよいか？

Ａ 今後、講習会や研修等を実施する予定ですので市報等で案内させていただきます。また、本市

が実施している市政出前講座をご活用ください。 

＜市政出前講座について＞ 

・対象      原則として市内に在住、在勤、在学している１０人以上の団体・グループ 

・講座時間 １日１テーマとし、時間は１時間以上２時間以内とします。 

・費用等    講師料は無料です。 

（なお、会場の手配や準備、費用の負担は、利用者の皆さまでお願いします。） 

・申込方法  原則として出前希望日の２０日前までに、下記ホームページより申込書をダウンロ

ードしていただき、各テーマの担当課に直接持参していただくか、郵送またはファ

ックスでお申込みください。 

・市政出前講座ホームページ 

http://www.city.amagasaki.hyogo.jp/si_mirai/011demaekouza.html 



56

 指定避難場所一覧 （※色付きの場所は、津波等一時避難場所にも指定されています。）

地区 番号 名称 住所

1 市立明城小学校 南城内10 番地
2 市立難波小学校 東難波町4 丁目3-40 

3 市立難波の梅小学校 東難波町2 丁目14-44 

4 市立竹谷小学校 北竹谷町2 丁目36 

5 市立成良中学校 西長洲町2 丁目33-22 

6 市立中央中学校 東七松町2 丁目5-67 

7 市立日新中学校 東七松町2 丁目1-44 

8 市立琴ノ浦高等学校 北城内47-1 

9 県立尼崎高等学校 北大物町18-1 

10 市立中央地区会館（注１） 西御園町93-2 

11 市立下坂部小学校 下坂部1 丁目12-1
12 市立潮小学校 潮江2 丁目2-20 

13 市立長洲小学校 長洲東通3 丁目7-1 

14 市立清和小学校 長洲本通1 丁目8-1 

15 市立杭瀬小学校 杭瀬北新町2 丁目6-1 

16 市立浦風小学校 杭瀬南新町4 丁目1-34 

17 市立金楽寺小学校 金楽寺町2 丁目3-1 

18 市立浜小学校 浜2 丁目21-1 

1-11目丁1川西校学中田小立市91

20 市立小田北中学校 神崎町24-1 

21 市立大成中学校 久々知西町2 丁目8-48 

22 県立尼崎小田高等学校 長洲中通2 丁目17-46 

23 県立尼崎工業高等学校・県立神埼工業高等学校 長洲中通1 丁目13-1 

24 市立地域総合センター神崎 神崎町14-22 

25 市立大庄小学校 大庄中通4 丁目43
26 市立成文小学校 大島2 丁目33-1 

27 市立成徳小学校 蓬川町311 

3-6目丁6町意道校学小西ばかわ立市82

29 市立大島小学校 稲葉荘2 丁目10-7 

30 市立浜田小学校 浜田町3 丁目110 

31 市立大庄中学校 菜切山町37-1 

32 市立大庄北中学校 大庄北1 丁目8-1 

33 県立尼崎西高等学校 大島2 丁目34-1 

34 市立地域総合センター今北 西立花町3 丁目14-1 

35 市立立花小学校 栗山町2 丁目26-1
36 市立立花南小学校 三反田町2 丁目16-1 

37 市立立花西小学校 南武庫之荘3 丁目14-9 

38 市立立花北小学校 栗山町2 丁目6-1 

39 市立名和小学校 名神町3 丁目1-51 

40 市立塚口小学校 塚口町4 丁目39-6 

41 市立尼崎北小学校 塚口町6 丁目21-1 

42 市立水堂小学校 水堂町1 丁目32-8 

43 市立七松小学校 南七松町1 丁目4-49 

44 市立立花中学校 上ノ島町3 丁目1-1 

45 市立塚口中学校 富松町4 丁目31-1 

46 市立尼崎高等学校 上ノ島町1 丁目38-1 

47 市立地域総合センター塚口 塚口本町2 丁目28-11 

48 県立尼崎北高等学校 塚口町5 丁目40-1 

7-93目丁3町口塚館民公花立立市94

50 市立地域総合センター上ノ島本館 南塚口町8 丁目7-25 

51 市立地域総合センター水堂本館 水堂町2 丁目35-1 

52 市立武庫小学校 武庫元町2 丁目25-34 
53 市立武庫南小学校 武庫町4 丁目11-1 

54 市立武庫北小学校 常松2 丁目14-1 

55 市立武庫東小学校 武庫之荘6 丁目15-1 

56 市立武庫庄小学校 武庫之荘本町3 丁目21-1 



（注２）
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避難行動要支援者名簿情報提供の同意確認書
尼崎市長 様 

避難行動要支援者は、避難支援等関係者である警察、消防、民生児童委員、社会福祉協議

会（自主防災組織・自治会）等への情報提供に同意することにより、避難支援等関係者から

災害発生時における避難行動の際の支援を受ける可能性が高まりますが、避難支援者自身や

家族などの安全が前提のため、同意によって、災害時の避難行動の支援が必ずなされること

を保証するものではなく、また、避難支援者は、法的な責任や義務を負うものではありませ

ん。 

上記の内容を理解し、避難の支援、安否の確認、その他の生命又は身体を災害から保護を

うけるために、上記内容（氏名、生年月日、性別、住所、避難支援等を必要とする事由、連

絡先等）を、尼崎市が定める避難支援等関係者に提供することに、 

□ 同意します 

□ 理解した上で、同意しません 

 同意確認書を書いた日付の記入と、ご本人の署名をお願いします  

平成  年  月  日  （本人署名）氏名

 ご本人が署名できない場合は、次の項目もご記入ください  

（代理人署名）氏名 本人と代理人の関係

住所                     連絡先              

※同意の意思について、変更の申出がない限り自動継続とします。 

※今後、支援が必要な状態を確認するため、避難支援等関係者が訪問する場合がございます

ので、ご協力ください。なお、その際にもお金の振込みなどを求めることはありませんの

で、不審な点がございましたら、尼崎市までお問い合わせください。 

フリガナ  

氏  名  

生年月日         年    月    日 性 別 男 ・ 女 

住  所 尼崎市 

避難支援等を 

必要とする事由 

「介護保険制度の要介護状態区分」、「身体障害者手帳の等級及び障害部位」、「療育手

帳の判定」、「精神障害者保健福祉手帳の等級」、「難病患者（特定医療費（指定難病）

受給者等）の該当」、「６５歳以上のみ世帯（住民票上の世帯）」の情報は、市で把握

しているものを情報提供し、毎年度更新いたします。その他特記事項がありましたら、

ご記入ください。 

[              ] 
号番スクッァフ号番話電

スレドアルーメ号番話電帯携

必ずどちらか一方に、

「✓」を入れてください
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避難行動要支援者名簿の情報提供に関する説明書

避難行動要支援者の情報を避難支援等関係者に提供し、災害時の避難支援や平常時から

の避難体制づくりなどに活用する取り組みを行います。本説明書をお読みいただき、避難

行動要支援者名簿情報提供の同意確認書（以下「同意確認書」という。）のご提出をお願い

します。 

対象となる方について

この名簿情報の同意確認通知は、災害発

生時に自ら避難することが困難であって、

安全な場所へ避難するなどの行動に特に

支援を要する方である、避難行動要支援者

にお送りしています。 

避難支援の仕組みについて

平常時から、名簿情報の提供に同意された方の情報を、避難支援等関係者である警察、

消防、民生児童委員、社会福祉協議会（自主防災組織・自治会）等に提供し、災害時の避

難支援や平常時からの避難体制づくりなどに使用します。 

身近な地域とのつながりについて

災害時の避難支援だけでなく、様々な地域の課題を解決するためには、地域コミュニテ

ィにおける活動の活性化が欠かせません。身近な地域に関心を持ち、互いにくらしやすい

地域づくりを進めるため、町内会・自治会などの市民活動団体への参画をお願いします。 

避難行動要支援者

介護保険制度の要介護認定者(要介護３以上)

身体障害者手帳を所持する者(１，２級) 

療育手帳を所持する者(療育手帳Ａ) 

精神障害者保健福祉手帳を所持する者(１級)

難病患者(特定医療費(指定難病)受給者等) 

65歳以上のみ世帯(一人暮らし・夫婦等) 

上記以外で特に配慮を要する者 

避難行動要支援者
(任意の災害時要援護者を含む)

尼崎市 避難支援等関係者

②本人の同意 

③名簿情報の提供

④日頃の交流 

①同意書の送付 ⑤災害時の避難支援 
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詐欺等にご注意ください！

本事業の手続きにあたり、尼崎市から申請料などのお金の振込みを求めることや、Ａ

ＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自動支払機）の操作をお願いすることはありません。 

よくある質問と回答（ＦＡＱ）

質問 情報の提供に同意した場合、必ず助けてもらえるのですか？ 

回答 災害時の避難行動の支援は、地域の「共助」の精神を基礎にして成り立っていま

す。避難支援者自身や家族などの安全が前提であり、避難支援者の被災状況により支

援が困難な状況も考えられるため、災害時の避難行動の支援が必ずなされることを保

証するものではありません。また、避難支援者は、避難行動要支援者を助けられなか

ったとしても、法的な責任を負うものではありません。 

  しかしながら、名簿情報の提供に同意することにより、災害発生時における避難行

動の際の支援を受ける可能性が高まり、少しでも災害時の被害を減らすことができる

ため、ご理解とご協力をお願いします。 

質問 どのような情報が支援者に提供されるのですか？ 

回答 避難支援等関係者に提供される情報は、「氏名」「生年月日」「性別」「住所」「電話

番号などの連絡先」「要介護度、障害程度などの支援を必要とする理由」です。 

質問 情報が提供される避難支援等関係者とはどのような方々ですか？ 

回答 避難支援等関係者とは、警察、消防、民生児童委員、社会福祉協議会（自主防災

組織・自治会）であり、趣旨に賛同し協力していただける企業や社会福祉協議会に属

していない町内会についても想定しています。なお、情報が提供される避難支援等関

係者を選択することはできません。 

質問 個人情報が漏えいすることはないのですか？ 

回答 名簿情報については、担当する地域の支援者に限り提供し、個人情報が無用に共

有、利用されないよう指導します。また、支援者に対し、守秘義務が課せられている

ことの説明を行い、個人情報の適正管理を図ります。 

質問 名簿情報の提供に同意しないと、助けてもらえないのですか？ 

回答 災害対策基本法に基づき、現に災害が発生し、又は災害が発生するおそれがある

場合において、避難行動要支援者の生命又は身体を保護するために特に必要があると

きは、本人の同意の有無に関わらず、避難支援等の実施に必要な限度で、支援者その

他の者に名簿情報を提供し、支援を行うよう協力を求めます。 

その他の質問について

お分かりにならないことやご質問がありましたら、お問い合わせください。 

【お問い合わせ先】 

尼崎市 健康福祉局 福祉課 地域福祉推進担当 

電 話：06-6489-6348／ＦＡＸ：06-6489-6329 
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 避難行動要支援者の名簿情報の提供の流れ  

 ① 名簿情報の提供に関する問い合わせ  
・尼崎市 健康福祉局 福祉部 福祉課が問い合わせ窓口となります。 

尼崎市東七松町 1 丁目 23 番 1 号 本庁中館 3 階 
電話：06-6489-6348 ／ FAX：06-6489-6329

 ② 名簿情報の提供範囲の決定  
・福祉課と、社会福祉連絡協議会等の方との間で打ち合わせを行い、

名簿情報の提供を受ける地域の範囲を決定します。 
・福祉課では、提供する地域の避難行動要支援者を

抽出して、提供する名簿情報を作成します。 
（連絡協議会ごと、単位福祉協会ごとなど） 

 ③ 個人情報の取扱いに関する説明  
・代表の方に、個人情報の取扱いに関する説明を受

けていただた後、ご用意していただく書類をお渡
しします。 

 名簿情報の提供までにご用意していただく書類  
・「避難行動要支援者名簿情報に関する受領書兼取扱確認書」 
・「避難行動要支援者名簿情報取扱者届出書」 

※名簿情報を取扱う者の住所・氏名・連絡先を、全員分記載し
ていただきます。 

 ④ 名簿情報の提供  
・福祉課は、名簿情報を取扱う者の人数分の名簿情

報を提供します。 
・代表の方には、ご用意していただいた書類を提出

していただきます。 
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避難行動要支援者名簿 個票（案） 
作成団体： 作成日：平成○○年○○月○○日 

整理番号：000000 

ヨミガナ ○○○○ ○○○○ 住所 東七松町 1 丁目 23-1 

氏名 ○○ ○○ 方書

電話番号 06-6489-6348 ファックス番号 06-6489-6329 

携帯電話番号 090-0000-0000 メールアドレス ama-fukushi@city.amagasaki.hyogo.jp

性別 年齢 生年月日

日00月00年00和昭001男

要介護度 身体障害者手帳等級 身体障害部位１ 身体障害部位２

肢上害障覚視級１５護介要

療育手帳等級 精神障害者保健福祉手帳等級 難病 高齢者世帯 妊産婦・乳幼児

Ａ １級 該当 高齢独居 乳幼児 

特記事項

身体の状況

認知症 歩行の状態 視覚の状態 聴覚の状態

あり 杖 歩行器 車いす 寝たきり
全く 

見えない 

ほとんど 

見えない 

全く 

聞こえない 

ほとんど 

聞こえない 

住宅の状況

分類 構造 本人居住部分 エレベーター 外階段

戸建 集合住宅 木造 鉄骨 １階 ２階以上 あり なし あり なし 

支援の程度

 他者の避難を手伝える 

 １人で逃げられる 

 声かけのみ必要 

○ １～２人の手助けを必要とする 

 ３～４人の手助けを必要とする 

緊急連絡先

順位 氏名 続柄 連絡先 住所

１ ○○ ○○ 子 00-0000-0000 ○○市○○町○丁目○○-○○ 

２

備考

・5 階建てマンションの 3 階に居住。 
・同じマンションの 4 階に娘夫婦（2 人家族）が居住。 
・非常時にエレベーターが動けば、1～2 人で対応可能。 
・毎週、月・水・金曜日は、○○デイサービスを利用。 
・ケアマネジャー（○○さん） ○○居宅介護支援事業所（TEL：○○○○-○○○○） 
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マイ避難
ひ な ん

プラン（兼
けん

緊 急 連 絡 票
きんきゅうれんらくひょう

）

ここに記載
き さ い

している内容
ないよう

は、 私
わたし

の緊急時
きんきゅうじ

に利用
り よ う

することに同意
ど う い

します。 

記入日
き に ゅ う び

：平成
へいせい

  年
ねん

  月
がつ

  日
にち

私
わたし

のこと

ふりがな 
電話番号
でんわばんごう 自宅

じ た く

   -    -    

氏 名
し め い

携帯
けいたい

   -    -    

住 所
じ ゅ う し ょ

性 別
せ い べ つ

□ 男
おとこ

  □ 女
おんな

血 液 型
け つ え き が た

  型
がた

生年月日
せいねんがっぴ

□明治
め い じ

 □大 正
たいしょう

 □昭和
しょうわ

 □平成
へいせい

      年
ねん

  月
がつ

  日
にち

緊急時
きんきゅうじ

の連絡先
れんらくさき

（支援者
し え ん し ゃ

などの連絡先
れんらくさき

）

緊急時
きんきゅうじ

の連絡先
れんらくさき

① 名 前
な ま え

私
わたし

との関係
かんけい

私
わたし

の 電話番号
でんわばんごう

    -    -     

緊急時
きんきゅうじ

の連絡先
れんらくさき

② 名 前
な ま え

私
わたし

との関係
かんけい

私
わたし

の 電話番号
でんわばんごう

    -    -     

医療
いりょう

や介護
か い ご

などの情 報
じょうほう

かかりつけの病 院
びょういん

（医院
い い ん

） 名 称
め い し ょ う

担当医名
たんとういめい

又
また

は科目名
か も く め い

電話番号
でんわばんごう

    -    -     

普段利用
ふ だ ん り よ う

している介護
か い ご

などの事業所
じぎょうしょ

名 称
め い し ょ う

相談員等
そうだんいんとう

の担当者名
たんとうしゃめい

電話番号
でんわばんごう

    -    -     

のみ 薬
ぐすり

など 
例：降圧剤（ARB など）、インスリン注射 

持病
じびょう

など緊急時
きんきゅうじ

に知
し

っていて欲
ほ

しいこと 
例：人工透析（週３回）、車いすでの移動 

避難
ひ な ん

する場所
ば し ょ

（尼崎市防災
あまがさきしぼうさい

ブックなどで確認
かくにん

しておきましょう。）

津波等一時避難場所
つ な み と う い ち じ ひ な ん ば し ょ

ここに自宅
じ た く

から避難所
ひ な ん じ ょ

までの地図
ち ず

を記入
きにゅう

してください。 

例：○○マンション 

指定避難場所
し て い ひ な ん ば し ょ

例：○○小学校
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平成  年  月  日 

尼 崎 市 長 様 

団 体 名                   

代表者住所

代表者氏名 ○印

避難行動要支援者名簿情報に関する受領書兼取扱確認書

当会は、別表に定める地域の避難行動要支援者名簿情報の受領に関し、「尼崎市避

難行動要支援者避難支援指針」の趣旨を理解するとともに、「個人情報の保護に関す

る法律」を遵守し、次のとおり取扱うことを確認します。 

①避難行動要支援者について避難の支援、安否の確認その他の避難行動要支援者の

生命又は身体を災害から保護するために必要な措置を実施するための体制づく

りに利用し、その目的以外で利用しないこと 

②名簿情報が漏えい、滅失又はき損される等の事故（以下「事故」という。）を防

止すること 

③名簿情報を取扱う者を尼崎市に届け出し、それ以外の第三者に名簿情報を提供し

ないこと 

④名簿情報を複写又は複製しないこと 

⑤名簿情報の更新は、既に提供を受けた個人情報を含む文書及び電磁的記録に係る

記録媒体との交換等により行うこと 

⑥事故が発生したときは、直ちに尼崎市へ報告すること 

⑦個人情報の保護及び情報セキュリティの重要性を深く認識し、名簿情報を取扱う

者に周知すること 

⑧個人情報の管理・取扱状況について尼崎市から報告及び調査の求めがあった場合

は協力すること 

また、更新に伴って受領する避難行動要支援者名簿情報についても同様の扱いとし

ます。 

以 上 
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別表 

等番地丁町

●●●●町●丁目 ▲－▲ ～ ■－■ 
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平成  年  月  日 

尼 崎 市 長 様 

団 体 名                   

代表者住所

代表者氏名 ○印

避難行動要支援者名簿情報取扱者届出書

避難行動要支援者名簿情報に関する受領書兼取扱確認書の規定により、避難行動要

支援者名簿情報を取扱う者を次のとおり届け出ます。 

文 書 取 扱 者 

１ 

住 所  

氏 名  

連 絡 先  

２ 

住 所  

氏 名  

連 絡 先  

３ 

住 所  

氏 名  

連 絡 先  

４ 

住 所  

氏 名  

連 絡 先  

５ 

住 所  

氏 名  

連 絡 先  



68

文 書 取 扱 者 

６ 

住 所  

氏 名  

連 絡 先  

７ 

住 所  

氏 名  

連 絡 先  

８ 

住 所  

氏 名  

連 絡 先  

９ 

住 所  

氏 名  

連 絡 先  

10 

住 所  

氏 名  

連 絡 先  

電磁的記録取扱者  

１ 

住 所  

氏 名  

連 絡 先  

以 上 
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高齢者等見守り安心事業実施地区一覧表 

平成２９年４月１日時点 

支部名 実施地区数 連協名 実施開始年度

中央 ６地区 

西難波北 平成２２年度 

度年３２成平栄繁

立花グリーンハイツ 平成２３年度 

度年４２成平波難中

度年５２成平谷竹北

度年７２成平明開

小田 ５地区 

度年２２成平殿門左

度年３２成平寺楽金

度年４２成平江潮

度年５２成平洲長

度年７２成平崎神

大庄 １５地区 

度年３２成平田浜

度年３２成平院徳崇

大庄中央 平成２３年度 

度年３２成平花立西

度年３２成平島大西

度年４２成平芋

度年４２成平意道

度年４２成平西庄大

度年４２成平島大東

度年５２成平東

度年５２成平荘葉稲

度年６２成平浜元

度年６２成平北今

度年７２成平川庫武

度年８２成平川蓬

立花 ５地区 

度年３２成平松富

度年３２成平西島生

塚口本町 平成２３年度 

度年５２成平西口塚

度年８２成平島生

武庫 ４地区 

パークタウン西武庫 平成２２年度 

武庫第２ 平成２５年度 

武庫第１１ 平成２５年度 

武庫第８ 平成２８年度 

園田 ７地区 

戸ノ内北 平成２２年度 

度年３２成平島中小

度年４２成平南田園

度年５２成平北田園

度年５２成平部坂上

度年６２成平寺王若

度年７２成平園御

全市 ４２地区 
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尼崎市 避難行動要支援者名簿 情報提供同意者数 地区別一覧表 

平成２８年１２月１日時点 

世帯数 人口

要配慮者

（災害時要

援護者）

避難行動

要支援者

情報提供

同意者
同意率

全 市 228,229 463,662 133,006 95,700 52,613 55.0%

(内浸水域) (60,059) (115,149) (35,430) (26,692) (14,538) (54.5%)

中 央 28,741 53,737 16,072 12,367 6,652 53.8%

(内浸水域) (25,867) (47,573) (14,154) (10,895) (5,836) (53.6%)

小 田 37,684 75,921 23,038 16,622 9,251 55.7%

(内浸水域) (24,566) (48,934) (15,133) (11,123) (6,197) (55.7%)

大 庄 27,371 54,784 17,320 13,234 7,351 55.5%

(内浸水域) (5,957) (11,494) (3,786) (2,859) (1,579) (55.2%)

立 花 53,406 108,888 30,460 21,799 11,868 54.4%

(内浸水域) (252) (551) (172) (119) (57) (47.9%)

武 庫 36,218 77,155 21,297 14,754 8,351 56.6%

(内浸水域) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

園 田 44,809 93,177 24,819 16,924 9,140 54.0%

(内浸水域) (3,417) (6,597) (2,185) (1,696) (869) (51.2%)

※各地区の範囲については、社協支部基準ではなく、行政区域によるものです。 

※世帯数及び人口については、平成２８年４月１日時点の住民基本台帳登録者数の合計であり、

推計人口とは異なります。 

※浸水域は、南海トラフ巨大地震に伴う津波による浸水想定区域の居住者（住民基本台帳登録者）

数です。 


